
今はこんな様子だよ。

９月４週目

　月華殿では上層の檜皮葺屋根の葺替に続いて、下層の杮葺屋根の葺替が行われました。檜皮葺と

杮葺は材料は異なりますが、屋根材を少しずつずらして重ね、釘で止めて屋根を作り上げるという

同じ施工方法であるため、同じ職人が施工します。施工方法はほぼ一緒ですが、檜皮葺の方が葺足（重

ねる際のズレ幅）が相対的に短い、檜皮葺の場合は檜皮を６枚重ねてから /杮葺の場合は杮板を 2

枚重ねてから釘止めする、杮葺の場合は杮板数枚を重ねる毎に銅板を挟み込むなどの差異がありま

す。職人はいずれの技にも通じ、それぞれ材料の特性を生かした屋根を作り上げていきます。
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竹くぎを叩き打つ時

に使います。竹くぎ

と一緒に握りこんで

使うので、柄の形は

使う人により様々。

使い勝手が良いよう

に、一般に柄は自作

するそうです。

①口に含んだ竹くぎ

を、尖っている方を

内側にして一本ずつ

口から出します。

②口から出したくぎを、

かなづちの柄と一緒に握

りこみ、柄の途中の金具

を使って押し込みます。

③押し込んだ竹くぎを、

かなづちの上の部分で

「トントン」と叩いて打

ち付けます。
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屋根葺き職人指導のもと、

杮葺屋根模型に竹釘を打つ

体験もお楽しみいただきま

した。老若男女問わず、皆

さん熱中していました。

  や　ね　ふ　　しょくにんしどう

こけらぶきや　ね　もけい　　 たけくぎ　　 う

 たいけん　　　　たの

　　　　　　ろうにゃくなんにょと　　　　　　 みな

　　　　ねっちゅう

かなづち

杮葺
こけらぶき

屋根木舞
　や　ね　こまい

葺込銅板
 ふきこみどうばん

屋根木舞
　や　ね　こまい

杮板
こけらいた

檜皮（檜の樹皮）
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檜皮の長さ
約 75cm( 二尺五寸）
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杮板の長さ
約 30cm( 一尺）
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葺き足
約 1.2cm( 四分）
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葺き足
約 3cm( 一寸）
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杮葺屋根葺替工事現場見学会を開催しました
こけらぶきや　ね ふきかえ こうじ　げんば けんがくかい　　かいさい

２０２３年９月１８日（月・祝）

屋根葺き職人の見事な作業

を目の前で見学。葺いたば

かりの綺麗な屋根に触れて

堪能していただきました。
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